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②水路埋立て道路 

公共下水道普及に伴い不要となった水路は、通路や緑道等に埋立て整備され、

主に歩行者・自転車の通路で法定外公共物として管理してきた。その後、法定管

理を目的に「自転車歩行者専用道」として指定し、認定区道となった。         

しかし、埋立て整備から 40 年近く経過し、舗装や排水施設、植樹帯等の損傷が

進んでいる。また、路線の多くで不法占用物が見られ、自転車・二輪車の駐車ス

ペースとして占用されている箇所も多い。 

道路の幅員、路線の特性を考慮した更新方針を策定し、境界の是正や不法占用

物の撤去等も含めて、再整備を進めていく。  

 

  

 

 

 

 

③中川堤防道路 

中川の高砂橋以南における右岸・左岸で東京都から河川占用している道路であ

り、舗装や防護柵等の劣化や損傷が著しく、改修の時期を迎えている。効率的、

効果的な改修の実施に向けた検討を行う必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

（４）今後の修繕・更新について 

道路の修繕・更新については、これまでも補助金を活用しながら予防保全型管

理を基本とした取組や、道路植栽路線においては、舗装の修繕・更新に併せて樹

木の更新をするなど、関連事業と連携して再整備を進めてきた。今後、区民の安

全・安心を確保しながら、膨大な道路ストックを更新し、将来にわたって必要な

インフラの機能を発揮させ続けるためには、持続可能なインフラメンテナンス

の実現に向けた取組を推進していく必要がある。具体的には、以下に示す。 

 

・路面性状調査等の各種調査の実績を通じて得られた知見や点検結果を踏まえ、

利用状況を反映した適切な舗装構造を検討するなど、必要とされる管理基準

を見極め、計画の見直しを継続する。 

・ライフサイクルコストを勘案し、施設の延命化を図る新材料を活用し有効性の

評価を行うなど、効率的・効果的なインフラメンテナンスの向上のため、新技

術の積極的な活用を検討していく。 

・占用企業者（上・下水道、ガス、電気、通信等）による道路掘削工事により、

舗装の継ぎ目による車両通行時に起こる振動等の原因など様々な課題を抱え

ている。舗装修繕計画と占用企業者による道路掘削工事を、葛飾区道路工事調

整会議を通じて最適化を図っていく。 

・将来の維持管理等に係る負担軽減の観点から、時代の経過とともに不要となり

残置されている公共溝渠等について、埋立てによる道路整備を行っていく。 

・公共下水道整備により不要となった水路の跡地を整備した緑道やコミュニティ

道路といった、通常よりもグレードの高い舗装材や附属物を使用した道路（特

色ある道路）や、中川右岸・左岸で河川占用している堤防道路は、大規模な更

新時期を迎えていることから、更新計画策定に向けた検討を実施していく。 
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